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研究成果の概要（和文）：産科危機的出血に施行する、液体塞栓物質であるNBCA（n-butyl cyanoacrylate）を
用いた経カテーテル的動脈塞栓術の安全性を検証した。メスの4歳2頭に、NBCAを用いて両側の内腸骨動脈から子
宮動脈を塞栓、経時的な造影CT検査で子宮血流の変化を観察し、摘出した子宮と血管を評価した。
2頭ともに塞栓後1か月で動脈相での造影効果を認めた。また、塞栓後1か月で摘出した内腸骨動脈と子宮動脈、
子宮の組織学的検査では、子宮動脈内にNBCAとともに再疎通の像を認めた。さらに、子宮には明らかな壊死像は
認めなかった。NBCAによる子宮動脈塞栓術は塞栓後も血流が確保され、安全であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：The safety of transcatheter arterial embolization using NBCA (n-butyl 
cyanoacrylate), a liquid embolic substance, to be performed on obstetric crisis bleeding was 
examined. Uterine artery was embolused from the internal iliac arteries on both sides using NBCA for
 female 4 years old and 2 females, and change in uterine blood flow was observed by contrast CT 
examination over time. We also evaluated the uterus and blood vessels removed.
Both of them showed contrast effect in the arterial phase at 1 month after embolization. In the 
histological examination of the internal iliac artery, uterine artery and uterus, which had been 
removed one month after embolization, an image of recanalization was observed with NBCA remaining in
 the uterine artery. Furthermore, there was no obvious necrotic image in the uterus. Uterine 
arterial embolization by NBCA suggested that blood flow was secured and it was safe even after 
embolization.

研究分野：産科危機的出血

キーワード： 産科危機的出血　NBCA
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１．研究開始当初の背景 
産科危機的出血に対して、経カテーテル的動 
脈塞栓術(transcatheter arterial 
embolization: TAE）は良好な止血効果と子
宮温存が可能である。我々の施設では、大量
出血による血液凝固障害がある患者に対し
ても強力な塞栓効果を発揮する液体塞栓物
質、NBCA（n-butyl cyanoacrylate）（商品名：
ヒストアクリル®）の使用を当院倫理委員会
承認のもと2004年から開始した。その後NBCA
による両側子宮動脈塞栓術を行った患者の
月経が回復し、無事に次の妊娠と出産をした
ことから妊孕性温存が可能であることを確
認している(Igarashi et al. Fertility and 
Sterility 2011)。また、これまで NBCA を塞
栓術に使用した 44 名の患者のうち、子宮が
残っているほぼ全員の患者の月経が回復し、
挙児を希望した 6人が妊娠し 5人が出産に至
っている(Igarashi et al. PLOS ONE 2013)。
しかし一方で、両側子宮動脈塞栓後に続発性
無月経となった症例や子宮の壊死により摘
出した症例をそれぞれ 1例経験している。産
科危機的出血に対するTAEの質を向上させる
ために、塞栓に選択する血管による卵巣機能
への影響や子宮への組織学的変化や卵巣機
能への影響についての基礎的研究は必要で
ある。 
２．研究の目的 
本研究はヒトに近い霊長類のカニクイザル
を用いて、①NBCA による塞栓術は子宮動脈と
内腸骨動脈のどちらが安全で適した（合併症
を回避しうる）血管であるのか、また、②子
宮動脈あるいは内腸骨動脈塞栓による子宮
の組織学的変化、卵巣機能への影響を解明す
ることが目的である。 
３．研究の方法 
本研究はカニクイザルを用いた NBCA による
動脈塞栓術によって 
①NBCA による塞栓術は子宮動脈と内腸骨動
脈のどちらが安全で適した（合併症を回避し
うる）血管であるのかを解明する。 
②子宮動脈あるいは内腸骨動脈塞栓による
卵巣機能への影響と子宮筋層の組織学的変
化を解明する。 
我々はこれまで危機的産科出血に対して
NBCA による動脈塞栓術を行い、その有用性に
ついての臨床研究、基礎研究を行ってきた。
本研究では臨床の現場において塞栓に使用
される子宮動脈と内腸骨動脈に着目し、どち
らが塞栓に適した血管かを、塞栓前後の女性
ホルモン値による卵巣機能の変化と塞栓後
の子宮の組織学的評価とにより解明する。 
４．研究成果 
計 4頭のカニクイザルを使用した。このサル
の子宮動脈には個体差があったため、予定し
たサルの子宮動脈が細く、カテーテルでの動
脈の選択が困難であった。計画を変更し両側
の内腸骨動脈から子宮動脈を塞栓すること
で代用した。また、大腿動脈からのカテーテ
ルのアプローチにより大腿動脈が傷ついた

ことが原因と思われる下肢血流不全により、
最初の 2頭は実験後数日で死亡した。このこ
とから、大腿動脈からではなくカテーテルは
頸動脈からのアプローチに変更し実験を継
続し残りの 2頭の実験は成功した。また、実
験前後に採血検査を行ったが、検査を依頼し
た企業のではホルモンの値は感度以下とな
りこれらの個体での検査データは得ること
ができなかった。しかし、別の企業と相談し
新たな個体を用いて信頼に足りうるデータ
が得られるか検証中である。 
メスの 4歳 2頭に、NBCA を用いて両側の内腸
骨動脈から子宮動脈を塞栓し、経時的な造影
CT 検査で子宮血流の変化を観察し、摘出した
子宮と血管を評価した。 
2頭ともに塞栓後1か月後の造影CT検査で動
脈相での造影効果を認めた。また、塞栓後 1
か月で摘出した内腸骨動脈と子宮動脈、子宮
の組織学的検査では、子宮動脈内に NBCA を
確認するとともに血流の再疎通の像を認め
た。さらに、子宮には明らかな壊死像は認め
なかった。NBCA による子宮動脈塞栓術は塞栓
後も何らかの経路で子宮内の血流が確保さ
れ壊死は免れること、また、1 年経過したこ
ろには塞栓された血管が再疎通し血流が発
生することから、安全な使用が可能であるこ
とが示唆された。 
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